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1回 (昭 2年卒)～
23回 (昭24年卒 )
卒業生2,835名

1回 (明43年卒)～
39回 (昭24年卒 )
卒業生3,327名

1回 (F召 23年卒)～
64回 (平24年卒 )
卒業生28,399名

▲来年5月に京都舞鶴港に入港する「サン・プリンセス」

く

海
か
ら
見
た
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

１

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
の
完
成

舞
鶴
市
に
は
、
明
治
　
大
正
　
昭
和
初
期
に

建
て
ら
れ
た
赤
煉
瓦
建
造
物
が
多
数
残
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
北
吸
地
区
の
赤
煉
瓦
倉
庫
群
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
赤
れ
ん
が
博
物
館

（１

号
棟
）
、
市
政
記
念
館

（２
号
棟
ヽ

ま
い
づ
る

智
慧
蔵
（３
号
棟
）
が
開
館
さ
れ
ま
し
た
が
、
新

た
に
赤
れ
ん
が
工
房
（４
号
棟
）と
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
（５
号
棟
）
の
２
棟
が
整
備
さ
れ
て
、
５
月

に
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

２

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
京
都
舞
鶴
港
入
港

昨
年
１１
月
に
京
都
舞
鶴
港
が
、
日
本
海
側
拠

点
港
の
「国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
、
「国
際
フ
エ

リ
ー
　
国
際
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
」
、
「外
航
ク
ル
ー
ズ
」

の
３
機
能
に
つ
い
て
選
定
を
受
け
、
京
都
舞
鶴

港
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
国
レ
ベ
ル
で
評
価

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
は
、
貨
物
船
の
ほ
か
に
ク
ル
ー
ズ
船
等

も
寄
港
し
、
昨
年
１１
月
に
は
、
舞
鶴
港
第
２
埠

頭
に
国
内
最
大
の
豪
華
客
船

「飛
鳥
Ｉ
」
（５

万
１
４
２
ト
ン
、
旅
客
定
員
８
７
２
人
）
が
寄

港
。本
年
７
月
末
に
は
舞
鶴
港
と
韓
国
の
浦
項
迎

日
港
間
の
定
期
航
路
を
目
指
し
て
、
ク
ル
ー
ズ

船
を
利
用
し
た
フ
ェ
リ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル

（試
験

航
行
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
月
に
舞

鶴
港
発
着
の

「ぱ
し
ふ
い
っ
く
び
い
な
す
」

（

２
万
６
５
４
９
ト
ン
、
同
６
４
４
人
）
の
佐
渡

ク
ル
ー
ズ
、
９
月
に
新
潟
発
の

「飛
鳥
Ｉ
」
日

本
海
ク
ル
ー
ズ
の
寄
港
、
１０
月
に
舞
鶴
港
発
着

の

「ぱ
し
ふ
い
っ
く
び
い
な
す
」
の
東
北
ク
ル

ー
ズ
、
９
月
と
３
月
に
新
日
本
海
フ
エ
リ
ー
の

舞
鶴
　
丹
後
周
遊
ク
ル
ー
ズ
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
来
年
５
月
　
７
月
に
は
、
外
国
の

大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船

「サ
ン

・
プ
リ
ン
セ
ス
」

（７
万
７
千
ト
ン
、
同
２
０
２
２
人
）
が
初
寄

港
す
る
な
ど
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

▲赤れんがパークのオープニング
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が」
挨

拶
今
年
の
２
月

は
、
舞
鶴
で
観

測
史
上
最
も
多

く
舒
セ
ン
チ
の
積
雪
を
見
ま
し
た
。
４

月
初
め
に
は
日
本
海
で
発
生
し
た
爆

弾
低
気
圧
と
や
ら
が
日
本
列
島
を
北

に
駆
け
抜
け
て
各
所
で
被
害
が
出
ま

し
た
。
桜
の
開
花
は
例
年
よ
り
１
週

間
ほ
ど
遅
れ
ま
し
た
。

西
高
の
卒
業
式
の
３
月
１
日
は
暖

か
い
日
に
恵
ま
れ
て
、
厳
粛
な
中
に

教
職
員
と
生
徒
の
皆
さ
ん
の
思
い
が

舞
女

・
舞
中
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
今
に

双
鶴
同
窓
会
会
長
　
南

一房

夫

凝
縮
し
た
立
派
な
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
、
三
〇
〇
羽
の
若
鶴
が
巣
立
ち
、

同
窓
会
に
ピ
カ
ピ
カ
の
新
入
生
を
迎

え
ま
し
た
。
卒
業
式
や
卒
業
式
後
の

教
職
員
の
卒
業
を
祝
う
会
や
、
新
学

期
前
の
異
動
時
の
歓
送
迎
会
に
は
同

窓
会
長
が
ご
招
待
を
受
け
、
冒
頭
に

祝
辞
や
挨
拶
を
さ
せ
て
戴
い
て
い
ま

す
。本
来
卒
業
式
以
外
は
同
窓
会
長
は

呼
ば
な
く
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、

学
校
運
営
に
同
窓
会
の
存
在
を
重
く

配
慮
さ
れ
、
大
変
な
気
遣
い
を
し
て

戴
い
て
い
ま
す
。
こ
の
春
の
歓
送
迎

会
で
、
転
入
さ
れ
た
先
生
か
ら

「双

鶴
同
窓
会
」
の
双
鶴
と
の
命
名
の
な

り
立
ち
が
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
は
昭
和
２３
年
に
、
戦
後
の
学

制
改
革
で
、
旧
制
舞
女

・
舞
中
が
併

合
さ
れ
、
西
舞
鶴
高
等
学
校
に
な
り
、

同
時
に
同
窓
会
が
設
立
さ
れ
た
と
の

記
録
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
謂
れ
は

聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
毎
回
挨
拶
は
ち

ょ
っ
と
考
え
ま
す
が

・
・
・
そ
こ
で

「双
鶴
と
は
二
羽
の
鶴
で
す
。　
一

羽
は
明
治
４。
年
生
ま
れ
の
加
佐
郡
立

舞
鶴
高
等
女
学
校
の
雌
鶴
、
も
う

一

羽
は
大
正
■
年
生
ま
れ
の
京
都
府
立

舞
鶴
中
学
校
の
雄
鶴
、
こ
の
二
羽
が

昭
和
２３
年
に

「
つ
が
い
」
に
な
り
ま

あ
っ
て
、
私
た
ち
教
職
員
は
、
普
段

通
り
に
勉
強
が
で
き
る
こ
と
を
生
徒

と
と
も
に
感
謝
し
な
が
ら
毎
日
を
過

ご
さ
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
全
日
制
は
、
普
通
科
六
ク

ラ
ス
、
理
数
探
究
科

一
ク
ラ
ス
の
一

学
年
計
七
ク
ラ
ス
、
全
校
二
十

一
ク

ラ
ス
の
生
徒
数
八
百
四
十
名
を
数
え

る
学
校
規
模
と
な
り
、
府
北
部
の
中

核
校
と
し
て
ま
す
ま
す
そ
の
存
在
感

を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通

信
制
で
は
、
二
百
名
を
超
え
る
生
徒

が
在
籍
し
、
自
学
自
習
と
い
う
学
習

形
態
の
中
で
、
仕
事
や
家
庭
と
の
両

立
を
図
り
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格

取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
課
外
活
動
に
お
い
て
は
、

部
活
動
に
、
生
徒
会
活
動
に
、
ボ
ラ

し
た
。
歳
の
差
１５
の
姉
さ
ん
女
房
の

夫
婦
で
す
。
そ
し
て
生
ま
れ
た
若
鶴
が

京
都
府
立
西
舞
鶴
高
等
学
校
で
す
。

西
舞
鶴
高
校
の
校
歌
の
２
ば
ん

「

愛
宕
山
す
が
し
き
緑
、
彩
雲
の
か
が

よ
ふ
と
こ
ろ
、
舞
い
上
が
る
若
鶴
こ

こ
に
・
・
・
」
と
あ
る
若
鶴
は
正
に

西
高
卒
業
生
で
す
。

舞
女
・
舞
中
の
優
秀
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

受
け
継
い
で
生
ま
れ
た
若
鶴
、
こ
の

鶴
に
文
武
の
道
を
教
え
育
て
、
社
会

へ
と
巣
立
た
せ
る
の
が
教
職
員
の
皆

さ
ん
の
力
で
す
。
同
窓
会
は
教
職
員

皆
さ
ん
と
卒
業
生
の
熱
烈
な
サ
ポ
ー

タ
ー
で
す
」

。
・
。
と
、
そ
の
場
で

の
思
い
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
て
話

し
ま
し
た
。

本
校
に
理
数
探
究
科
が
で
き
た
の

が
平
成
１８
年
、
以
前
に
も
ま
し
て
学

校
と
し
て
の
レ
ベ
ル
と
生
徒
の
資
質

や
社
会
的
な
評
価
は
高
く
な
り
、
入

学
難
関
校
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
受
験
生

。
生
徒

・
保
護
者
に

も
良
い
緊
張
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
校
長
先
生
を
初

め
全
教
職
員
の
方
々
の
教
育

・
生
徒

指
導
に
対
す
る
思
い
に
は
熱
い
も
の

を
感
じ
ま
す
。
先
生
方
は
本
校
の
伝

統
と
校
風
を
よ
く
理
解
さ
れ
て
生
徒

指
導
に
専
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

舞
女

・
舞
中
の
伝
統
は
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

我
が
母
校
健
在
な
り
で
あ
り
ま
す
。

最
悪
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
皆

様
方
の
お
か
げ
で
就
職
希
望
者
は
全

員
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
進
学

に
つ
き
ま
し
て
も
、
希
望
進
路
の
実

現
に
向
け
て
、
最
後
ま
で
粘
り
強
く

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

た
ち
教
職
員

一
同
、
同
窓
会
の
皆
様

を
始
め
、
地
域
の
皆
様
の
お
力
も
お

借
り
し
な
が
ら
、
全
日
制
と
通
信
制

課
程
そ
れ
ぞ
れ
が
、
地
域
社
会
の
期

待
に
応
え
る
学
校
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
双
鶴
同

窓
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会
員

の
皆
様
方
の
御
健
勝

・
御
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

い

さ

つ

向
暑
の
候
、

双
鶴
同
窓
会
の

皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
に

て
御
活
躍
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら

本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

温
か
い
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
人
事
異
動

に
よ
り
、
退
職
さ
れ
ま
し
た
倉
垣
誠

校
長
の
後
任
と
し
て
参
り
ま
し
た
。

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
と
様
々
な
機
会
を

と
ら
え
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
全
日

制
で
は
伝
統
の
放
送
部
が
府
大
会
に

お
い
て
上
位
入
賞
し
、
ま
た
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部

。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・

陸
上
競
技
や
り
投
げ
で
近
畿
大
会
出

場
と
健
闘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
通
信

制
で
は
、
近
畿
地
区
高
校
通
信
制
課

程
体
育
大
会
で
卓
球
男
子
が
準
優
勝

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
多
く
の
部
の
活

躍
に
刺
激
さ
れ
、
後
輩
達
も
先
輩
に

負
け
な
い
成
果
を
目
指
し
て
、
奮
闘

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

政
治

。
経
済
や
景
気
の
状
況
は
い

よ
い
よ
不
透
明
と
な
り
、
震
災
か
ら

の
復
興
と
と
も
に
、
そ
の
回
復
が
待

た
れ
る
状
況
で
す
。
今
年
度
の
高
校

一
生
つ
雇
用
状
況
は
昨
年
に
続
き
過
去

Ｉ

福

井

秀

之

前
任
の
倉
垣
校
長
と
同
様
、
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら

一
年
余
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
震

災
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
多

く
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
を
は
じ
め
現
在
も
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。未曾有の国難に麺「する中に
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平
成
二
十
三
年
度
　
鱗勝
ム西
ｍ田
鯉
圧

平
成
二
十
三
年
度
評
議
員
会
が

六
月
十

一
日
に
、
西
駅
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員

約
百
二
十

一
名
が
参
加
し
、
事
業

報
告

。
会
計
報
告

・
監
査
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

評
議
員
会
後
に
、
記
念
事
業
と

し
て

「双
鶴
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

平成23年度

【東京支部】
支 部 長 山 口

事務局長  澤  田
T160KX111

【京都支部】
支 部 長 小 田

事務 局長  宗  方
T611∞22

【阪神支部】
支 部 長 福 田

事 務 局

T66k1143

◎定時制の会会長

◎通信制の会会長

双鶴同窓会各支部役員

文   明 (日召36定 )
謙  二 (昭48高 )

東京都新宿区若葉3-4
丁EL/FAX 03-3353-7165(自 )

彬  人 (昭27高 )
嘉   浩  (口召28高 )

京都府宇治市 白川鍋倉山14-1-5103
丁EL/FAX 0774-28-1507(自 )

作枚   L (日召33F罫 )

川西市清和台西5-2-72
TEL/FAX 072-799-3735(自 )

人 (昭27定 )本部理事
護 (平 9高)本部理事

平成23年度 双鶴同窓会本部役員
会  長 南   房 夫 (昭 32高 )
副 会 長 岸 本 真 澄 (昭 20中 )

飯 尾 幸 子 (田召17女 )

大  瀧  隆  信  (口召37高 )

藤 岡 由 美 (口召40高 )

内 藤 行 雄 (昭 41高 )
/Jヽ  西  IE 純  (日召45高 )

理 事 長 林 田 光 弘 (口召40高 )

副理事長 斉 藤 友 幸 (昭 43高 )

庶務理事 千 阪   宏 (昭 46高 )
野 田 和 代 (口召60高 )

竹 田 友 子 (口召63高 )

水 野 寛 子 (平 9高 )
山 口 奈 美 (平17高 )

会計理事 西 村 和 夫 (昭48高 )
監  査 藤 田 伊 佐 雄 (昭 25高 )

田 中 俊 樹 (口召36高 )

顧  間 倉 垣  誠
竹 内  浩
Jヒ  リ:1 魚里 工

「
ヤT オl ド6 4テ (口召47F訂 )
与 金 村 九 二 夫 (昭 26高 )

舞 中部 会 長

舞 女 部 会 長

高 校 部 会 長

高校副部会長

高校副部会長

高校副部会長

田
師
本
井
在

松
土
岡
高
出

潔  (口召56高 )

¬F 奉恵(口召62「話)
健 (平 9高 )

奈 都 (平 10高 )

奈 緒 子 (平17高 )

英村

田

植

山石

全日制副校長

通信制副校長

事  務  長
第 7代 会 長

ヽ
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平成23年度
(平成23年 5月 1

1.収入の部 ¥4,654,641円

Ⅲ.残高の部 ¥3,142,976円 (次年度へ繰越)

一般会計報告
日～平成24年 4月 30日 )

平成23年
5月 9日 (月 ) 第 1回本部役員会 於 双鶴会館

(1)平成23年度双鶴同窓会役員について

(2)総会に関わる評議員会について

(3)平成23年度仮決算報告について

(4)会報発行の進捗状況について

(5)各部会より

第 2回本部役員会 於 双鶴会館
(1)総会に関わる評議員会について

(2)平成23年度決算報告について

同窓会報「双鶴」第35号発刊 (一般会員向け)

平成23年度理事会・評議員会開催

於 西駅交流センター

6月 6日 (月 )

6月 11日 (土 )

平成 24年

1月 2日 (土 )

3月 1日 (土 )

(1)理事会

(2)評議員会

48名

121名

(3)記念事業 「双鶴同窓会ホームページ」
の開設

(4)懇親会 102名

11月 6日 (日 )双鶴同窓会阪神支部総会開催
南 房夫同窓会長以下 4名が出席

於 大阪弥生会館
11月 14日 (月 )双鶴同窓会ホームページ運営委員会 全体会議

於 動労者福祉会館 3階 会議室
南 房夫同窓会長 内藤行雄運営委員長

他15名出席

(1)会長挨拶

(2)運営委員長挨拶

(3)ホ ームページ内容の説明

(4)運営委員会組織及び委員へのお願い

(5)今後の運営についての意見交換

(平成23年 5月 1日 ～平成24年 4月 30日 )

I.収入の部 ¥6,446,841円

平成23年度特別会計報告書

Ⅱ.支出の部 ¥ 0円

Ⅲ.残高の部 ¥6,446,841(次 年度へ繰越)

以上、報告します。

平成24年 6月 1日

双鶴同窓会会長
″  理事長
″  会 計

高校 33回生卒業 30周年記念同窓会
南 房夫会長が出席 於 舞鶴グランドホ刀レ

同窓会報「双鶴」第36号発刊 (卒業生向け)

日

所

象

朝
場
対

施

　

の

醸
施
査

監

実

監

１

　
２

３

雄

樹

佐伊

俊

田

中

夫

弘

夫

一房

光

和

田

村

南

林

西

項  目 決算額 摘 要

前年度繰越金 2,976,220

入 会 金 1,200,000 @4,000× 300名 (全日制272名、通信制28名 )
記念誌等売上 ｎ

ｖ
Ａ
υ 名簿 (4冊)売上金

寄 付 金 ｎ
υ
高校33回卒業生より(代表 森氏)300,000円
今昌浙 +′

「
伴 ら/rm客イ十笙

雑 収 入 100,421 普通預金利月、 421円 祝儀 100,000円
合  計 4,654,641

Ⅱ.支出の部 ¥1,511,665円

総会諸費用、各部会補助

支部関係費 東京・京都支部総会祝儀、旅費

通信交通費

を特別会計へ振替

1,511,665

前年度繰越金

高  回卒業生より
名簿売上げ収入より

会計監査報告

平成24年5月 28日 (月 )

京都府立西舞鶴高等学校

平成23年度双鶴同窓会会計

に係わる会計帳簿、収入・

支出証拠書類および保管す

る預金に関すること

上記のとおり監査を行った結果、帳簿、証拠書類、

保管預金ともに正確に処理されており、適正であった

ことを報告します。

平成24年 6月 9日

双鶴同窓会長 様

双鶴同窓会

会計監査  藤
″         E日

項  目 決算額 摘 要

0 支出なし

合  計

双鶴同窓会会計報告

事 業 費
会 議 費

事 務 局 費

特別会計へ繰入

繰 入 金



(5)《第36号》 双 鶴 同 窓 会 会 報 平成24年 6月 9日 発行

「

30周噂ヨ″澤
"「
′

ー

第33回卒業生  l

（

平
成
２４
年
１
月
２
日
、
昭
和
５６
年
卒
業
生
の
３０
周
年
記
念

同
窓
会
を
舞
鶴
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

本
会
に
は
、
南
房
夫
同
窓
会
長
様
や
倉
垣
誠
校
長
様
、
福
田

徹
士
阪
神
支
部
長
様
を
は
じ
め
、
恩
師
の
先
生
方
に
ご
臨
席

い
た
だ
き
、
同
窓
生
１６８
名
が
集
う
中
、
大
盛
会
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
は
、
受
付
段
階
か
ら
、

「久
し
ぶ
り
い
」

「全
然
か

わ

っ
て
な
い
な
あ
～
」

「元
気
に
し
て
た
ぁ
」
な
ど
の
第

一

声
が
飛
び
交
い
、
ず
い
ぶ
ん
と
久
し
い
仲
間
も
多
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
数
十
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
る
の
に
多
く

の
時
間
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
積
も
る
話
に
あ

っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
や
は
り
、
同
級
生

は
い
い
も
の
で
す
。
こ
の
同
窓
会
を
機
に
、
同
級
生
の
つ
な

が
り

・
絆
が
、
あ
ら
た
め
て

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

終
わ
り
に
、
私
た
ち
の
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

・
環
境

の
な
か
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
同
窓
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
、

実
行
委
員
、
ク
ラ
ス
委
員
を
は
じ
め
、
西
舞
鶴
高
校
な
ど
関

係
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
三
回
卒
業
生

三
十
周
年
記
念
同
窓
会
実
行
委
員
長
　
森
　
宏
昭

く

１０
組

く

１１
組

く

１
組

く

２
組

７
組

嗣

廿

ヘ

な 会
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五
年
後
の
再
会
を

誓
い
合
つ
て

高
校
十
八
回
⌒昭
和
四
十
一年
）卒
業

去
る
平
成
２３
年
Ю
月
１５
日
（土
）

に
、
昭
和
４．
年
３
月
に
西
舞
鶴

高
校
を
卒
業
し
た
百
三
十
六
名

の
卒
業
生
が
舞
鶴
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
参
集
し
、
恩
師
の
土
井

先
生
、
白
峙
先
生
を
お
迎
え
し

て
盛
大
に
卒
業
４５
周
年
の
記
念

同
窓
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

前
日
は
大
雨
で
天
候
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
日
頃
の
精
進

の
お
か
げ
で
雨
が
降
る
こ
と
も

な
く
、
屋
外
で
記
念
写
真
を
撮

影
し
て
同
窓
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。物
故
者
へ
の
黙
祷
、
校
歌
斉

唱
、
内
藤
実
行
委
員
長
の
力
強

い
開
会
挨
拶
、
恩
師
紹
介
の
後
、

自
崎
先
生
の
乾
杯
の
後
発
声
で

祝
宴
が
始
ま
る
と
、
名
札
で
名

前
を
確
認
し
あ
っ
て

一
気
に
４５

年
前
へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、

懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
外
見
は
と
も
か
く
、

一
瞬
に
し
て
高
校
生
に
戻
っ
た

か
の
よ
う
な
気
分
に
な
れ
る
の

は
、
や
は
り
同
級
生
と
い
う
強

い
絆
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
応
援
歌
で
締
め
く
く

り
、
５
年
後
の
卒
業
５０
周
年
で

再
会
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い
合

っ
て
散
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ

ス
毎
の
二
次
会
へ
と
長
く
熱
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

‐８
回
卒
業
　
北
野
　
茂

卒 業 45周 年 記 念 同 窓 会 高18回卒業

2007年 (平成 19年)10月 12日  金曜 日 劉離急市 民 新 聞  第 3種郵便物許可

昭和 25年卒業・西高「双鶴十九会」
全国各地から出席 。同窓生ら旧交を温める

「双
鶴
十
九
会
」
の
同
窓
生

舞
鶴
高
校
の
前
身
の
旧
制
舞
鶴

一
中
、

旧
制
舞
鶴
第

一
高
女
に
入
学
、
戦
後
の

学
制
改
革
で
統
合
さ
れ

た
西
舞
鶴
高
校
の
卒
業

生
の
同
窓
会
。
入
学
年

次
か
ら

「十
九
会
」
と

名
付
け
た
。
学
徒
動
員

で
軍
需
工
場
で
働
い
た

経
験
も
あ
り
、
戦
前
、

戦
中
、
戦
後
の
動
乱
期

の
青
春
時
代
を
過
ご
し

た
人
た
ち
。

同
会
は
舞
鶴
、阪
神
、

京
都
、
東
京
の
四
支
部

が
あ
り
二
十
年
前
か
ら

毎
年
各
支
部
持
ち
回
り

で
同
窓
会
を
開
催
し
て

お
り
、
今
年
は
地
元
舞

鶴
で
四
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。
東
京
都
や

島
根
県
な
ど
遠
来
の
同

窓
生
も
含
め
男
性
四
十

人
、女
性
二十
人
人
の
計

七
十
八
人
が
出
席
、
恩

師
の
澤
瀬
寛
さ
ん
も
招

い
た
。

出
席
者
た
ち
は
、
全
員

で
記
念
撮
影
の
後
、
テ

ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
昔
話

に
花
を
咲
か
せ
た
。
同

会
の
代
表
を
務
め
る
福

田
陽
一
郎
さ
ん
０
は

「

激
動
の
青
春
時
代
を
過

ご
し
た
仲
間
た
ち
で
、

団
結
力
が
強
い
。
顔
を

合
わ
せ
る
と
昔
の
思
い
出
が
蘇
る
」
と

話
し
て
い
た
。
出
席
者
た
ち
は
十

一日
、

創
立
百
周
年
を
迎
え
る
母
校
を
訪
問
し

た
。

▲ 高18回 卒業45周年記念同窓会 平成23年 10月 15日 於 舞鶴グランドホテル

激
動
の
青
春
時
代
過
こ
す

西
舞
鶴
高
校
の
昭
和
二
十
五
年
の
卒

業
で
つ
く
る

「双
鶴
十
九
会
」
舞
鶴
大

会
が
十
日
、
円
満
寺
の
舞
鶴
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
全
国
各
地
か
ら
出

席
し
た
同
窓
会
が
旧
交
を
温
め
た
。

へ
双
鶴
十
九
会
は
、
昭
和
十
九
年
に
西

ご

７

レ
″

少

ぶ k匡
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双
鶴
十
九
会
傘
寿
を
祝
う
集
い

代
表
幹
事
　
福
田
陽

一
郎

双
鶴
十
九
会
と
は
、
昭
和
十
九
年
に
旧
舞

一
中
、
舞

一
女
に
入
学
し

た
同
級
生
の
会
の
名
称
で
す
。

平
成
十
九
年
十
月
ま
で
毎
年
同
級
会
を
、
阪
神
、
京
都
、
東
京
、
舞
鶴

の
４
支
部
持
回
り
で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
。

同
年
、
母
校

の
創
立

一
〇
〇

周
年
記
念
の
年

に
、　
一
〇
月
舞

鶴
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
同
級
会

を
開
催
し
た
の

を
最
後
に
年
齢

的
に
も
毎
年
開

催
す
る
の
は
、

無
理
と
の
判
断

で
舞
鶴
支
部
以

外
は
、
解
散
し

て
終
わ
り
ま
し

た
。し
か
し
、
昨
年

か
ら
来
年
は
、

傘
寿
を
祝
う
年

に
当
た
る
の
で
、

最
後
の
同
級
会

を
開
催
し
て
欲

し
い
と
の
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
去
る

５
月
１９
日
於
い

て
京
丹
後
市
の

佳
松
苑
に
て
、

傘
寿
を
祝
う
同

級
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

く
双
竃
会
（舞
中
２２
会
生
）
傘
寿
記
念
の（会

西
舞
鶴
高
校
の
前
身
の

一
つ
で
あ
る
旧
制
舞
鶴
第

一
中
学
校

の
、
実
質
的
に
最
後
の
卒
業
生
と
な
っ
た
第
２２
回
生
が
全
員
８０

歳
と
な
っ
た
の
を
機
会
に
、
平
成
２３
年
２
月
２５
日
京
都
鴨
川
畔

の

「く
に
荘
」
で
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
た
。
満
８０
歳
で
の
傘
寿

記
念
の
会
に
、
写
真
の
３０
人
が
集
ま
っ
て
旧
交
を
温
め
た
。

わ
れ
わ
れ
の
ク
ラ
ス
は
昭
和
１８
年
入
学
、
戦
争
が
敗
色
濃
く

な
る
中
で
あ
っ
た
が
、
最
初
の
２
年
間
は
英
語
を
も
含
め
正
常

な
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
３
年
生
な
っ
た
昭
和

２０
年
に
は
動
員
で
海
軍
工
廠
な
ど
軍
需
工
場
に
駆
り
出
さ
れ
、

敗
戦
ま
で
の
５
ケ
月
は
学
業
か
ら
遠
ぎ
か
ら
ぎ
る
を
得
な
か
っ

た
。
ま
た
同
級
生
の
何
人
か
は
軍
隊
の
学
校
に
進
み
、
敗
戦
で

復
員
し
て
元
の
ク
ラ
ス
に
舞
い
戻
っ
て
き
た
。
敗
戦
後
の
価
値

観
の
大
転
換
、
食
料
を
は
じ
め
生
活
物
資
の
極
端
な
欠
乏
の
中

で
の
学
校
生
活
で
は
あ
っ
た
が
、
思
想
的
な
抑
圧
か
ら
解
放
さ

れ
て
学
業
に
ス
ポ
ー
ツ
に
大
い
に
青
春
を
謳
歌
し
た
。
た
だ
、

学
制
の
大
き
な
変
化
に
呑
み
込
ま
れ
進
学
や
就
職
で
は
苦
労
を

し
た
も

の
も

測
多
い
。
中
学

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
も
元
気
な
も
の
が
い
る
限
り
は
ク

ラ
ス
会
を
開
こ
う
と
申
し
合
わ
せ
て
今
回
の
会
を
閉
じ
た
。

わ
れ
わ
れ
古
い
卒
業
生
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
母
校

が
、
学
業
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
ま
す
ま
す
盛
名
を
馳
せ
ら
れ
ん

こ
と
を
、
い
つ
も
こ
い
ね
が
っ
て
い
る
。

⌒舞
中
２２
回

。
西
高
１
回
　
久
馬

一
剛
）

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
…

″花
見
″

高
第

１０
回
生

（十
期
の
会
）

＞
「満
開
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
た
４
月
１２
日
、
１０
回
生
有
志
１６

名
が
、
卒
業
５０
周
年
記
念
植
樹

（平
成
１９
年
）
の
桜
の
下
に
集

合
し
花
見
を
満
喫
。

こ
の
日
、
整
備
さ
れ
た
舞
鶴
公
園
の
ス
テ
ー
ジ
広
場
に
移
植

さ
れ
た

「し
だ
れ
桜
」
は
、　
″
人
生
を
重
ね
て
お
ご
ら
ず
″
の
如

く
枝
を
垂
れ
て
″
満
開

″
で
し
た
。

（代
表
　
村
尾
幸
作
）

▲舞中22回生 (双弯会)傘寿記念 平成23年 2月 25日 於 京都「くに
は生 余 て 後  じと に も舞 数 同 け す 3年 し制 現 昭 を
90も い -63中 て し第 昭 鶴 以 級 た る年 か ｀度 在 和 卒

倉 爆 卓 受 言 量
2菫
皇 黎 :喜 重 義 瀑 美 景 害 だ 農 行 電

▲高10回 「十期の会」平成24年 4月 12日 於舞鶴公園

▲ 双鶴十九会傘寿を祝う集い 平成23年 5月 19日 於 京丹後市 (佳松苑 )
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上

東

京

支

部

東
京

の
新
名
所
が
５
月

２２
日
に
誕
生

し
ま
し
た
。
一局
さ
６
３
４
メ
ー
ト

ル
の

「東
京

ス
カ
イ

ツ
リ
ー
」

で
す
。
展
望

室

か
ら
は
関
東
平
野

一
円
を
は
じ
め
遠

く
富
士
山
や
房
総
半
島
、
東
京
デ

ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
を
眺
め
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。東

京
支
部

で
は
今
秋
、
２
年

に

一
度

の
総
会
と
懇
親
会
を
開
催

し
ま
す
。
日

程
と
開
催
場
所
は
、

日
時
　
平
成

２４
年

■
月
３
日

（土
）

午
前

１１
時

３。
分
　
受
付

場
所
　
新
宿
京
エ
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル

会
場
　
総
会

（正
午
～
）

４３
階

　
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

懇
親
会

（午
後
１
時
～
）

“
階

　

ハ
Ｉ
Ｉ

Ｔ

た
だ

い
ま
、
幹
事
を
は
じ
め
多
く

の

会
員

の
協
力
を

い
た
だ

い
て

コ
ツ
コ
ツ

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

何
度
も
企
画
会
議
を
重
ね
、
多
く

の
参

加
者

に
楽

し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、

一
九
と
な

っ
て
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
期
待
し
て
く
だ
さ

い
。

昨
年

■
月
、
舞
鶴
観
光
協
会

の
辻
義

雄
副
会
長

（昭
和

４８
年
卒
）
よ
り

「舞
鶴

ま
る
ご
と

マ
ル
シ

ェ
ｉ

ｎ
東
京
」
が
開

催
さ
れ
る
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
速
、
東
京
支
部
の
会
員
約
２
０
０
名

の
皆
様
に
案
内
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
舞
鶴
の
特
産
品
や
お
土

産
が
販
売
さ
れ
、
舞
鶴
ブ
ラ
ン
ド
を
広

く
東
京
で
も
知

っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
催
し
に
微
力
で
は
あ
り
ま
し

た
が
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ふ
る

さ
と
舞
鶴
と
の

「絆
」
「繋
が
り
」

の

一
役
を
担

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
当
支
部
で
は
今
西
高
生

君

（平
成
４
年
卒
）
の
協
力
を
得

て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
を
活
用
し
、
会
員
相
互

の
情
報
交
換
を
は
か
っ
て
お
り
ま

す
。東
京
支
部
会
報
誌

「い
わ
し
雲
」
を

今
秋
に
発
行
し
ま
す
。
東
京
支
部
総

会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
と
活
用

を
呼
び
か
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
ど
も
東
京
支
部
に

ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⌒事
務
局
長
澤
田
謙
二
）

∴

阪

神

支
立
ロ

阪
神
支
部

は
、
昨
年

１１
月
６
日
に
第

・９
回
を
総
会

は
例
年
通
り

「大
阪
弥
生

会
館
」

で
行

い
ま
し
た
。
総
会

に
は
、

約
百
十
名
の
参
加
が
あ
り
、
母
校
、
本
部

各
支
部

か
ら
来
賓

の
ご
臨
席
を
賜
り
、

母
校
が
京
都
北
部

の
中
核
校
と
し
て
文

上

京

都

支

部

ご
存
知

の
よ
う
に
双
鶴
同
窓
会
京
都

支
部

の
構
成
会
員

の
範
囲

は
京
都
市
を

含
む
嵯
峨
野
線

（山
陰
線
）
京
丹
波
町

（園
部
な
ど
）
以
南

の
京
都
府
南
部
及

び
滋
賀
県
全
域

で
す
。
現
在

の
会
員
数

は
二
、　
一
〇
〇
名
弱
。

こ
の
会
員
諸
氏

の
協
力

で
、
平
成

２４

年
京
都
支
部
総
会

・
懇
親
会
を
次

の
よ

う
に
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
７
月
１
日

（日
）

ｎ
時

３。
分
～
１４
時

１５
分

会
場
　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

（Ｊ
Ｒ
京
都
駅
構
内
）

さ
て
近
年
、

い
ず

こ
の
同
窓
会

の
運

営
も
時
代
を
反
映

し
て
か
、
財
政
面

で

困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。
京
都
支
部

で

は
、
支
部
長

の

「
２４
年
を
支
部
改
革

の

年
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
本
部

に
倣

っ

て
評
議
員
制

の
確
立
、
支
部
構
成
範
囲

の
拡
充

（北
陸
三
県

・
中
部
三
県
を
加

え
る
）
を
目
指

し
、
規
約

の
改
正
、
独

自

の
会
員
名
簿

の
作
成
な
ど
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
会
員

の
諸
氏

の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
お
た
し
ま
す
。

平
成

２４
年

６
月
発
行

の
京
都
支
部
会

報

『洛
風
』

の
編
集

・
発
行

（５
月
７

日
出
来
）
に
携
わ

っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

事
務
局
が
会
員

の
動
向

に
疎

い
と

い
う

こ
と
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
さ
れ
る
会
員

の
情
報
把
握

に

一
つ
の

ル
ー
ト
を
設
け
る
必
要
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
各
方
面

の
お
知
恵
を
拝

借

（ し
た

い
も

の
で
す
。

最
後
に
同
窓
会

の
意
義

に
つ
い
て
ひ
と

言

―
―
同
窓
会
に
若
人

の
参
加
が
少
な

い
こ
と
を
嘆

い
て
は

い
け
な

い
。
若
人

は
私
達
が
経
験
し
た
よ
う
に
今
が
働
き

盛
り
。
同
窓
会

の
参
加
者
は
、
実
務

の

一
線
を
退

い
て
、
こ
れ
ま
で
身

に

つ
け

た
知
見

・
経
験
を
人
生
哲
学

に
反
映

で

き
る
年
輩

の
人
達

に
よ

っ
て
運
営
さ
れ

て
よ

い
。
そ
し
て
、

い
ず
れ
参
加
し
て

く
れ
る
で
あ
ろ
う
若
人
を
支
援
で
き
る

力
を
蓄
え
る
こ
と
が
大
切
だ
、
と

い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
懇
親
会

で
大

い
に
議
論
を
盛
り
上
げ
た

い
テ
ー

マ
の

一
つ
で
は
…
と
考
え
て
い
ま
す
。

（支
部
支
部
事
務
局
長
　
宗
方
嘉
浩
）

舞

中

部

会

今
回
は
都
合

に
よ
り
記
事

の
掲
載

は

あ
り
ま
せ
ん
。

武
両
面
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
教
え

ら
れ
、
同
窓
生
と
し
て
感
激
と
誇
り
を

感
じ
た
次
第
で
し
た
。

又
記
念
講
演
と
し
て
、
村
尾
幸
作
氏

（高
十
回
、
舞
鶴
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
会
長
）
に
よ
る

「
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の

中
に
み
た

”
ふ
る
さ
と
の
光
」

と
い
う

演
題
で

「
ふ
る
さ
と
舞
鶴
の
宝
も
の
」

を
写
真
で
紹
介
を
受
け
、
故
郷
舞
鶴
を

再
発
見
し
た
の
で
し
た
。

こ
の
同
窓
会
は
、
母
校
を
卒
業
し
て

か
ら
各
学
年
の
縦
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
よ
う
と
２
年
に
１
回
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
趣
旨
が
若

い
人
達
に
浸
透

せ
ず
、
出
席
率
が
よ
く
な
い
悩
み
が
あ

り
ま
す
。

⌒事
務
局
長

福
田
徹
士
）

卒
業
二
十
周
年
を
記
念
し
て
例
年
各

学
年
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
年
は
第
二
十
三
回
卒
業
の
方
々

の
同
窓
会

（昭
和
五
十
六
年
卒
業
）
で

し
た
。　
一
月
二
日
に
舞
鶴
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
、
倉
垣
誠
校
長
先
生
、
岸
本

真
澄

（１
組
）

・
淡
路
喜

一

（６
組
）

両
恩
師
、
南
房
夫
同
窓
会
会
長
、
福
田

徹
士
阪
神
支
部
長
を
お
迎
え
し
同
窓
生

上

高

校

部

会
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百
六
十
人
名

の
方

々
の
参
加
を
得
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

懐

か
し
い
交
流

の
中

で
例
年

に
な
ら

い
双
鶴
同
窓
会

に
多
額

の
寄
付
を

い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

た
本
会
会
報
二
十
六
号

（昭
和
五

十

二
年
発
刊
）
は
昭
和
五
十
五
年
度
卒

業

の
有
志

の
方

々
の
編
集
と
な

っ
て

い

ま
す
。
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
歴
史
と
伝
統
あ
る
双
鶴
同
窓
会

を
将
来

に
引
き
継
ぐ
た
め
の
改
革

。
改

善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一
つ
は
評
議
員
会

の
拡
充

で
す
。

特
に
第

二
十
回
以
降

の
若

い
世
代

の

方

々
に
理
事

。
評
議
員
と
し
て
多
数
活

動

し
て

い
た
だ
く
様

に
な
り
、
同
時

に

卒
業
三
十
周
年
同
窓
会
開
催

の
卒
業
年

度

の
方
も
評
議
員
と
し
て
加
わ

っ
て
頂

く
事

に
な
り
ま
し
た
。

二

つ
に
は
同
窓
会
員

の
絆
を
深
め
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
企
画

・
運
営

で
す
。

現
在
双
鶴
同
窓
会
会
報

「双
鶴
」

は

今
回

で
二
十
六
号
、
年

一
回

二
〇
〇
〇

部
発
行

し
て
い
ま
す
。
配
布
は
ご
く
限

ら
れ
た
範
囲
と
な

っ
て
お
り
双
鶴
同
窓

会

の
会
員

の
皆
様
を
結

ぶ

ツ
ー

ル
と
し

て
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ

こ
で
会
報

「
双
鶴
」

と
合

せ
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
昨
年
度

の
評
議

員
総
会

で
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ

の
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員

会

（委
員
長
内
藤
行
雄
氏
）
を
立
ち
上

げ
内
容
充
実
を
図

っ
て
祭
り
ま
し
た
ｏ

以
来
ア
ク
セ
ス
数

一
万
三
千
六
百
十
三

（５
月
４
日
現
在
）
に
も
達
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ご
存
知
の
通
リ
ネ

ッ
ト
ア
ッ
プ
し
て
か
ら
が
大
変
で
す
。

さ
ら
に
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
常
に
新

鮮
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
維
持
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

双
鶴
同
窓
会

の
活
動
に
今
後
と
も
ご

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ

ま
す
。

⌒高
校
部
会
　
大
瀧
隆
信
）

真

定
時
制
の
会

今
回
も
定
時
制
同
窓
会
行
事
等

の
動

き
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
中

に
は
、
第
六
回
総
会
を
開
催

す
る
予
定

で
お
り
ま
す
が
、
諸
般

の
事

情

で
成
り
行
き
に
任

せ
ま
す
。

今
年

の
冬
は
舞
鶴

で
は
、
気
象
台

に

よ
る
と
従
来

に
な

い
８７
セ
ン
チ
の
積
雪

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
気
象

異
変

に
よ
り
関
東
地
方

で
は
竜
巻
被
害

を
受
け
た
り
、
そ

の
他
自
動
車
運
転

に

よ
る
重
大
人
身
事
故
等
も
あ
り
、
又
、

原
子
力
発
電
所

の
再
稼
働

の
問
題
等

で

の
節
電
協
力

や
無
用

の
用

の
安
全
対
策

に
協
力
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、

一
日
も
早
く
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
被

災
地

の
復
旧
と
復

興
を
お
祈
り
す
る
の

み
で
す
。

⌒定
時
制

の
会
　
植
村
英
人
）

双
鶴
同
窓
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

開
設

一
周
年

会
員
の
皆
様
に
は
、
同
窓
会
運
営

に
ご
支
援
ご
協
力
頂
き
ま
し
て
有
難

う
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、

「
双
鶴
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
は
、
昨
年

の
総
会

に
ス
タ
ー

ト
し
、
満
１
歳
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
左
記
の
名
簿

の
通
り
、
高
校

１０
回
か
ら
３３
回
の
各
学
年

か
ら
委
員

を
選
任
頂
き

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
役
員
会
や

全
体
会
議
で
意
見
交
換

し
な
が
ら
運

理
套

林

田

光

弘

営
し
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
ア
ク
セ
ス
数
も

一
万
四
千
回
を
超
え
ま
し
た
が
、
も

っ
と
多
く
の
会
員
、
特
に
各
支
部
の

皆
さ
ん
に
も
活
用
い
た
だ
き
、
会
員

相
互
の
絆
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
内
藤
運
営
委
員
長
を
中
心

に
、
内
容
を
充
実
さ
せ
ま
す
の
で
、

是
非

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
方
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

双鶴同窓会・ホームページ運営委員名簿
氏 名 担 当

10 柳  田
1 西 野

稲 冨

局 12
高 13回 Ll 公

高 14回 垣  一 員長 補 佐 (制1作 )
高 14「司 嵯 峨 根 八 郎 一＝ 員 長 (制 1作 )

局 15
16 田

17回 岡 務 局

19 DJ 義

20 山 純 作

21 ,青

22
523 井

24 本

ヨ25回 副 委 員長 (企画 )
126回 ヨ 井    弘
27國 l 啓

28 米 降 一 副 委 員 長 補 佐 (企画 )
F29 浜

局 30 石

高 31
局 32回
高 33回 日

高 9回 一房
高 14 回 大 滝 隆 信 同窓 会高校 部 会長
高 17 林 田  光 弘 手長
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*第 60回両丹総体= 男子 2位 女子 3位
*サ ッカー= 全国高校総体京都府予選

男子 3回戦進出
*テ ニ ス = 近畿大会京都府予選

男子シングルス 水口 出場
女子シングルス 栗山 2回戦進出
ダブルス  栗山・笹田 2回戦進出

京都府高校テニス選手権大会京都府予選

男子 シングルス 有吉 ベスト16
水口 ベスト32

*ソ フ トテニス=近 畿高校ソフ
男子 団体

トテニス選手権大会

個人 井上・井り||
2回戦進出

2回戦進出

2回戦進出

*バ ドミントン= 近畿高等学校バ ドミントン選手権
男子 ダブルス 唐澤・小谷 ベスト16
シングルス 小谷   ベスト16

唐澤   ベスト32
増田   ベスト32

近畿高等学校バ ドミントン団体選手権

男子

女子

*剣  道= 全国高校総体府予選
男子 団体
女子 団体

6位

17位

2回戦進出

3回戦進出

優勝

ベス ト8

*体

*柔

京都府立高等学校新人剣道大会

女子 団体       ベス ト16
操= 京都府高校体操競技春季選手権大会

女子 個人 佐々木亜美 出場
道= 第33回京都府公立学校柔道大会

⌒

⌒

*バスケ ッ

*ソ フ

男子 団体
全国高校総体府予選

男子 団体 上級

トテニス選抜大会

澤田 。東山 ベスト16
2回戦進出

吉田・大中 3回戦進出
中澤 。猪野 3回戦進出

京都高校ソフトテニス選抜大会

男子 団体      準優勝

女子 団体       ベスト4
トボール= 京都府高校バスケットボール選手権大会

*水  泳= 国体京都府代表選考会
女子 200m背泳ぎ 山本実奈 2位

近畿高校選手権大会水泳競技大会

女子 100m背泳ぎ 山本実奈 出場
200m背泳ぎ 山本実奈 出場

*陸上競技= 第44回近畿高等学校ユース陸上競技対抗
選手権大会京都府予選

男子 やり投げ 永久祐貴   2位
ハンマー投げ 加藤佑弥 3位

第44回近畿高等学校ユース陸上競技対抗

選手権大会

男子 やり投げ 永久祐貴   6位
ハンマー投げ 加藤佑弥 出場

女子 団体
京都府高校ソフ

男子 個人
女子 団体
個人

男子

女子

男子

―ボール= 全国高校総体京都府予選
男子

女子

トボール= 全国高校総体京都府予選
女子

京都府高校新人バスケットボール大会

ベス ト8

出場

ベス ト8

2回戦進出

出場

2回戦進出

*バ レ

第56回京都府公立高校ソフトボール選手権大会

女子 2回戦進出

*硬式野球= 京都府秋季高校野球大会
男子          ベス ト16

*卓  球= 京都府高校卓球選手権大会
男子 シングルス 水口 2回戦進出
女子 シングルス 松本  2回戦進出

松岡 2回戦進出
五戸  2回戦進出

嗣   劇 H」扉 釧
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一禁

業

生

の

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
生
徒
の
進
路
状
況
に
お
心
配
り
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ｏ

平
成
２３
年
度
は
２７２
名
が
卒
業
い
た
し
ま

し
た
。
就
職
で
は
１７
名
が
学
校
紹
介
で
民
間

企
業
に
就
職
し
、
内
定
率
は
硼
％
で
し

た
。
求
人
件
数
は
前
年
度
比
８０
％
の
約

袖
件
で
し
た
が
、
地
元
を
中
心
に
５０
件

の
指
定
求
人
を
頂
き
、
厳
し
い
一雇
用
環

２６２
名
が
合
格
し
、
‐０８
名
が
進
学
し
ま
し

た
。
ま
た
、
高
等
看
護
学
校
へ
は
１０
名
、

専
門
学
校
へ
は
”
名
が
進
学
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
国
公
立
大
学
合
格
者
の
約
半

数
は
３
年
間
部
活
動
を
続
け
た
生
徒
で

あ
り
、
ま
さ
に
学
業
と
部
活
を
両
立
し

た
生
徒
で
す
。

全
入
時
代
と
い
わ
れ
る
大
学
受
験
で

す
が
、
大
学
問
で
格
差
が
生
ま
れ
、
難

関
大
学
へ
の
進
学
は
厳
し
い
の
が
現
状

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
生

徒
が
安
易
な
方
向
へ
流
れ
る
こ
と
な
く
、

第

一
志
望
校
の
合
格
へ
向
け
て
ひ
た
む

き
な
努
力
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
卒
就
職
者
の
早
期
離
職
率

が
以
前
高
い
こ
と
に
加
え
て
、
最
近
で

は
大
学
生
の
就
職
率
が
下
が
っ
て
い
る

こ
と
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
「有
名
大
学
へ
進
学
し
、
大
企
業

に
就
職
す
る
こ
と
が
幸
福
な
人
生
だ
」

と
い
っ
た
視
野
の
狭
い
考
え
方
で
は
な

く
、
自
分
の
興
味

・
能
力

・
適
性
に
応

じ
て
、
将
来
の
職
業
を
考
え
ら
れ
る
よ

一隕轟
醍「

公
務
員
に
は
、
京
都
府
警

察
、
京
都
府
警
察
事
務
な

ど
７
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
海
上
保
安
学
校

に
つ
い
て
は
平
成
９
年
度

以
来
の
合
格
で
あ
り
、
後

輩
へ
の
よ
き
刺
激
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
２
年
生
後
半

り
公
務
員

・
就
職
そ
れ

れ
の
対
策
講
座
を
実
施
し

働
く
上
で
必
要
な
能
力

校
で
は
２
年
生
後
半
よ

公
務
員

・
就
職
そ
れ
ぞ

の
対
策
講
座
を
実
施
し
、

態
度
を
身
に
つ
け
る
よ
う
指
導
し
て

ま
す
。
卒
業
生
に
占
め
る
就
職
者
の

合
は
低
い
で
す
が
、
今
後
も
社
会
の

タ
ー
ト
に
立
つ
高
校
生
に
、
会
員
の
一

様
の
力
強
い
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
・

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

進
学
に
つ
い
て
は
、
国
公
立
大
学
は

神
戸
大
学
２
名
、
京
都
教
育
大
学
３
名

広
島
大
学
５
名
な
ど
、
慇
名
が
合
格
し

４‐
名
が
進
学
し
ま
し
た
。
私
立
大
学
．

は
、
関
関
同
立
に
延
べ
４５
名
が
合
格
ヽ

た
の
を
含
め
、
関
西
圏
を
中
心
に
延
、

る
よ
う
指
導
し
て

占
め
る
就
職
者
の

、
今
後
も
社
会
の

関
西
圏
を
中
心
に
延

前雌畑諜翻彰
鍋

を
行
っ
て
い
き

叡

た
い
と
考
え
て
　
２３

い
ま
す
。
今
後

職

と
も
後
輩
た
ち

就

に
温
か
い
御
支

援
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ

れⅨ論『「ぃ
襲
学進

べ しで ｀｀ '｀  ま皆 ス割 い や

男 女 計

大  学 86 Ｏ
υ
´
υ 149

短  大 25 25

早テ  F] 24 38 62

進
路
指
導
部
長
　
内
田
雅
士

ふるさとコ¬ル MAIZURU

地元でお仕事をお探 しの方、みなさんが対象です。

あなたのブリが、多重色鳥のデモ安記になる

「 まいづる」でF~A職しよう !!

日時:平成24年 8月10日 (■)

場所 :舞鶴市商工観光センター 5階

13 00へ 1́6 00

～

舞鶴市周辺の地元企業約 50社が参加予定。

就 職 面 接 会

(来春卒業予定の方、既卒の方、中途採用希望の方 )

お問い合わせ

舞鶴市役所 産業振興・雇用対策課 TEL(0773)66-1021
最新情報 は舞鶴市 ホームペー ジをチ ェック !!

http://ur、Ⅳw.city.rnaizuru.kyoto.ip/
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校
則
響
〈富

鏑
〈富

舞
窓却同一綱峰第 1条 本会は双鶴同窓会という。

第 2条 本会は本部を西舞鶴高等学校におく。
会員多数在住の地には支部を設けること

ができる。

第 3条 本会は会員の教養を高め、相互の親陸を
図ると共に母校の発展を援助することを

目的とする。

第 4条 本会は次の会員および客員を以て組織す
る。

1会 員 (イ )舞鶴高等女学校、舞鶴第一高等女

学校卒業生

(口 )舞鶴中学校、舞鶴第一中学校卒業

生

(′ 西ヽ舞鶴高等学校卒業生

(二 )以上の学校に在学したもので入会

を希望する者

2客 員 1項 に該当する学校の旧職員および
現職員

第 5条 本会に第 4条 1項に該当する会員による
舞女会、舞中会、西高会の 3つの部会を

おく。

第 6条 各部および支部の会則は別に之を定める。
第 7条 本会に次ぎの役員をおく。

1.会 長 会員の中から総会で選出する。
2副会長 各部会において選出された部

会長をこれに充てる。

3理事長・副理事長 理事の中より各 1
名会長が委嘱する。

4庶務理事。会計理事 理事の中より各々
若干名会長が委嘱する。

5理 事 評議員の中より適当数会長が
委嘱する。

6評議員 各会において互選により1名
以上選出する。

7監 査 会員の中から総会で選出する。
第 8条 役員の任務は次の通りとする。
1会長は本会を代表し会務を総理する。
2副会長は会長を補佐し、会長事故ある
ときはこれに代わる。

3理事長は会務全般を処理する。副理事
長は理事長を補佐し理事長事故あると

きはこれに代わる。

4庶務理事は庶務を処理し、会計理事は
会計を処理する。

5理事は理事会において総会附議事項を
'    審議する。
6評議員は評議員会で必要事項を審議す
る。

7監査は会計を監査する。
第 9条 役員の任期は2ケ 年とする。
第10条 本会に顧間若千名、参与若干名を置くこ

とができる。

顧間に西舞鶴高等学校長その他適当な学

校関係者を会長が委嘱する。

参与に元会長を会長が委嘱する。

第11条 本会の経費は会費およびその他収入をも
ってこれに充てる。

第12条 本会の入会に際して会費4,lXXl円 を納める。
第13条 本会は第 3条の目的を達成するため次の

事業を行う。

1会員名簿および会報の発行
2会員の慶弔および慰問
3その他必要な事業

第14条 本会は毎年 1回総会を開く。ただし、必
要あるときは臨時総会を開くことが出来

る。総会が開けぬ場合は評議員会の決議

を以て之に代えることが出来る。

第15条 会員は転居、学校卒業、就職、その他身
上の変動を遅滞なく本部に報告するもの

とする。

第16条 本会会則の変更は総会の決議による。
付 則 ①改定:第 14条末尾の「部会は毎年1回これ

を開く。」を削除する。(平成21年 6月 13日 )

去
る
５
月
２７
日
に
第
２．
回

「ま
い

づ
る
細
川
幽
斎
田
辺
城
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
４
年
の
城

門
復
活
を
機
に
、
西
地
区
の
歴
史
文

化
を
見
直
し
、
田
辺
城
籠
城
の
史
実

伝
承
を
中
心
と
し
た
芝
居
、
武
者
行

列
、
芸
屋
台
の
展
示
な
ど
、
盛
大
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「細
川
幽
斎
」
、
「細
川
ガ
ラ

シ
ャ
」
、「細
川
忠
興
」
、
「明
智
光
秀
」

の
夫
婦
・
親
子
ら
に
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
、
京
都
府
内
７
市
１
町
（
長
岡
京

市
、
亀
岡
市
、
福
知
山
市
、
綾
部
市
、

京
丹
後
市
、
宮
津
市
、
大
山
崎
町
、

舞
鶴
市
）
で
は
、
そ
の
後
の
日
本
の

歴
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
激
動

の
人
生
を
描
い
た
大
河
ド
ラ
マ
誘
致

を
目
指
し
、
行
政
と
民
間
団
体
が
協

働
で

「Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
推

進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
の
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
舞
鶴
で
細
川
佳
代
子
氏

（細
川
護

熙
氏
夫
人
）
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
大
河

ド
ラ
マ
の
誘
致
活
動
を
行
い
ま
ち
の

賑
わ
い
創
出
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

誘
致
活
動
を
展
開

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

双鶴同窓会のホームベージ

http://www.soukaku.com/

編

集

後
詔

昨
年

一
月
の
三
十
周
年
の
同
窓
会
で
は
、
時
の
経
つ

の
も
忘
れ
、
懐
か
し
い
面
々
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
、
お
互
い
に
元
気
を
も
ら
う
と
と
も
に
、
同
級
生
の

「絆
」
の
深
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。卒
業
三
十
周
年
を
機
に
、
双
鶴
同
窓
会
の
活
動
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会

報
第
二
十
六
号
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
会
長
様
、

理
事
長
様
を
は
じ
め
、
諸
先
輩
方
か
ら
投
稿
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
ご
担
当
の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
深
く
感
謝
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
母
校
並
び
に
双
鶴
同
窓
会
の
益
々
の
発
展

と
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
編

集
後
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
委
員

⌒昭
和
五
十
五
年
卒
業
）

上
田
冨
司
　
櫻
井
晃
人
　
井
田
和
志

小
谷
裕
司
　
糸
井
宏
暢
　
瀧
澤
　
修

訃
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
。

岸
本
真
澄
様

雰
事
貪

）

平
成
２４
年
５
月
２２
日
没

（享
年
訊
才
）

（本
部
確
認
済
の
み
）


